
玉名市公共下水道事業経営戦略（第３期）（概要版）

１ はじめに

「玉名市公共下水道事業経営戦略（第３期）」は、経営環境

の変化に適切に対応し、計画的な施設の更新、徹底した

効率化と経営の健全化への一層の取組を推進すること

により、市民生活に重要な下水道サービスを将来にわた

り持続的・安定的に提供していくための指針として策定

するものです。

計画期間：令和８年度から令和１７年度

2 基本理念

経営の基本理念、基本方針及び効率化・経営健全化への取組

として９つの取組、また、特に経営基盤の強化を図るため、３

つの経営目標を設定しました。

■基本理念
「持続可能な下水道サービスの提供と

それを支える経営基盤の強化」

６ 投資・財政計画

① 有収水量と使用料収入の予測

重要指標の状況

② 投資の見通し

３ 基本方針と経営健全化の取組み

５ 有収水量と投資の見通し

４は、100％で維持していますが、

5が高いため、今後経営の効率性

を低下させる要因となります。1は

法定耐用年数を経過した管渠が出

てきたため数値が上昇しています。

2と6は令和6年度時点で100％

を下回っているため改善に努める

必要があります。
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使用料収入         は     

７ 経営戦略の事後検証・更新

現行の使用料体系でのシミュレーション 使用料改定シミュレーション

現行の使用料・     等の推移と使用料改定シミュレーション

本戦略は、企業局上下水道総務課が中心となって実施します。投資等や整備、更新等の進捗状況は上下水道工務課が管理し、議会や市民等

からの意見を反映して適切に公表等を行うとともに、経営戦略を推進します。また、見直しについては、原則として５年ごとに実施します。

毎年度進捗管理を行い、本戦略の修正が必要な場合は随時見直しを行います。

現行のシミュレーションによると、使用料収入は令和８年度見込み625，178  から、令和１７年度には５８８，４１０  となり、６億 を割り込み、    

 は１，９２２，５８１  となり、経営目標を達成できない見込みです。そのため、経営目標達成に向けて、２回に分けて現行使用料の約１５１％の使用料改定（令

和11年度に１４０％、さらに令和１６年度に１０８％）を行うことを想定しシミュレーションを行いました。令和１７年度には     を現行の使用料体系でのシ

ミュレーションより１８億 以上削減することが可能となり、その他の目標①②についても達成する見込みです。

                     
       

         

         

         

         

       

       

       

       

       

       

       

       

       

     

     

     

     

     

     

     

     

     

     

  

      

  

      

  

      

  

      

  

      

   

      

   

      

   

      

   

      

   

      

   

      

   

      

   

      

有収水量 使用料収入

市の人口減少に伴い、処理区域内人口と水洗化人口

はともに微減傾向が見込まれます。

それにより、使用料徴収の対象である有収水量が減

少し、使用料収入も減少する見込みです。

有収水量は令和８年度見込みで３，５６０  ですが、

令和１７年度には３，３５１  まで減少し、

使用料収入は令和８年度見込みで６２５，１７８  で

すが、令和１７年度には５８８，４１０  まで減少する

見込みです。

○下水道ストックマネジメント支援制度等による施設

 管理・改築

○長洲町と共同で実施する汚水処理施設建設に伴う

 建設負担 の拠出

○玉名・岱明の両地区で行う未普及エリア解消の整備

○耐震化及び長寿命化における更新・更生工事

計画期間１０年間における投資総額は約９３．６億 と

想定しています。

４ 現状と課題、それを踏まえた経営の目標

経営の目標

（税込み、単位：  ）

（税抜き、単位：  ）（単位：  ）

（税抜き、単位：  ）
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